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グ langue 」（vs. パロール parole）；②パーマー（Harold E. Palmer）の応用言語学（Direct 
Method）では「言語材料 language as code」（vs. 言語活動 language as speech）；③チョムス
キー（Noam Chomsky）の生成文法では「言語知識 linguistic competence」（vs. 言語運用
linguistic performance）；④レイコフ（George Lakoff）及びラネカー（Ronald Langacker）の
認知文法及び認知意味論では従来の二項対立を採らず、経験を基盤モデルに据えた「言語知













1. Aspect（Progressive［進行相／be＋‐ing］, Perfective［完了相／have＋p.p.］） 
2. Tense （Past［過去時制］, Present［現在時制］） *Future［未来］及び*Perfect［完了］
は含まない 






義の叙法」 であるとの指摘（細江逸記『動詞時制の研究』参照）や、これら 3 つの範疇は話者の
















（Geoffrey Leech）のアプローチ（Meaning and the English Verb参照）にその合理的解決策
を見出だすことになる――2時制［Simple, Past］×2相［Perfect, Progressive］。 
さらに、それに改良を加えて、新たに「単純相」という「現在形」に相当する中立的「相」範疇を





ている。ここでいう「法」とは、“… they [moods] express certain attitudes of the speaker 
towards the contents of the sentence”（Jespersen 1924: 313）と定義されるものである。 
M1：Indicative  Mood（叙実法）（≪ Tense（時制）が優勢）   
事態（event）をとらえる発話時点からの時間軸上の距離が Speaker’s Point of View 
M2：Subjunctive Mood（叙想法）（≫ Tense（時制）が劣勢） 
    命題内容に対する Speaker’s Assessmentが重要  
 
2. 動詞をめぐる照応（一致）現象 
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2. 動詞をめぐる照応（一致）現象 




Eg 1  I know that your sister was singing after dinner. 
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2.2 相の一致（Sequence of Aspects） 
一般的な文法書に「相の一致」という術語を看取することは稀だが、それは Aspect が盛んに
論じられるようになる以前には、広義の Tenseの枠組みの中で（H. Sweetの Tense-Aspectは
典型例）「相」がとらえられていたことに起因するのであろう。 
Eg 3  I had finished my homework when he called. 
2つの事態の前後関係を表わすために、一方を完了相にして表現する。 
Eg 4  I was doing my homework when he called. 
2つの事態の同時性を表わすために、一方を進行相にして表現する。   
                 （宗宮 2018: 47）  
 




Eg 5  We demanded that the burden [should] be removed. 





宮 2018: 127-8）。 
なお、命令的叙想法（mandative subjunctive）の場合、叙想法現在のままで、時制の照応
は起こらない（安藤 2005: 700）。 
















Eg 8 b. He thought that she was kind. 
           ind. past        ind. past 




    Eg 9 a. I wish I were a bird. 
Eg 9 b. I wished I were a bird.  （鳥になれたらいいのになあと私は思った） 

















Eg 10  Mrs. Robinson said that she was happy. 
ロビンソン夫人は彼女は幸せだったと言った。 （不自然訳文） 
⇒私は幸せ者だ、とロビンソン夫人は言った。   （修正訳文） 
 







1行目 原文（日本語）   例文は『英語正誤問題の新研究〈改訂版〉』から選定                                                                      
2行目 @TexTra®汎用NMT （「。」あり） 情報通信研究機構開発モデル 





Eg 8 b. He thought that she was kind. 
           ind. past        ind. past 




    Eg 9 a. I wish I were a bird. 
Eg 9 b. I wished I were a bird.  （鳥になれたらいいのになあと私は思った） 

















Eg 10  Mrs. Robinson said that she was happy. 
ロビンソン夫人は彼女は幸せだったと言った。 （不自然訳文） 
⇒私は幸せ者だ、とロビンソン夫人は言った。   （修正訳文） 
 







1行目 原文（日本語）   例文は『英語正誤問題の新研究〈改訂版〉』から選定                                                                      
2行目 @TexTra®汎用NMT （「。」あり） 情報通信研究機構開発モデル 






I was taught that the sun was larger than the moon. 




(2) 明日雨なら彼は在宅しているでしょう。           
If it rains tomorrow, he will be at home.          
If it rains tomorrow, he will be at home. 
※未来の時を表わす副詞節中では、現在時制で未来を表わす。どちらも問題なし。 
 
(3) また彼らが口論しているのが聞こえる。            
I can hear them quarrelling again.              
I can hear them quarrelling.                                         
※知覚動詞は通常進行形をとらない（*am hearing）。どちらも問題なし。 
 
(4) 彼はこの前の日曜以来病気だ。                         
He has been sick since last Sunday.          
He has been sick since last Sunday. 
※現在形ではなく現在完了形を用いる。どちらも問題なし。 
     
(5) 最近五年間彼に会ったことがない。                 
I have never met him for 5 years.        
I have never met him for five years recently.  
※現在完了形と共起する副詞句は for/ sinceである。“… for the last five years”と表現し
てもよい。 
 
(6) 彼は二日前からここに居る。                    
He has been here for 2 days.                
He is here two days ago.                             
※」現在完了形では“… since two days ago”でも可能だが、agoを単独で使用することは
不可。現在形と agoが共起することも不可。Google翻訳では不首尾。 
    
(7) 君は中国に行ったことがありますか。         
Have you ever been to China?              
Have you ever been to China?                                    
※現在完了形を使った表現の典型例（*Have you gone to …? は不可 / Did you ever go 





(8) いつお帰りでしたか。                        
When did you come back?          




(9) 昨日この本を読んだ。                         
I read this book yesterday.               
I read this book yesterday.                                    
※現在完了形は明確な時を表わす副詞句とは共起しない。 
 
(10)仕事が終わったらプールに泳ぎに行こう。          
After work, let‘s go swimming in the pool.          
Let’s go swimming in the pool after work.                        
※時を表わす副詞節中では未来完了形は生起しないことに留意（*after I will have done 
my work）―どちらの英語表現も前置詞 afterによる副詞句でこの問題を回避。   
 
(11)本があいたら返してください。                   
Please return it if you have a book.                     
Please return it if there is a book.                              
※時を表わす副詞節中では未来完了形は生起しないことに留意（*when you will have 
done with it）。Google翻訳は誤訳（「本があったら」と誤判読したのではないか）。 
        
(12)私は雇い主に道具を家においてきたと言った。             
I said to my employer that I had a tool in my house.                   
I told my employer that he left the tool at home.                               




(13)彼は日本中の名所は、ほとんど訪れたと私に語った。          
He told me that most of the famous spots in Japan came to me.         
He told me that the sights in Japan almost came.                        




      
(14)父は私が成功したのを聞いて大そうよろこんだ。                   
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When did you come back?          
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I said to my employer that I had a tool in my house.                   
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(14)父は私が成功したのを聞いて大そうよろこんだ。                   
My father was pleased to hear that I was successful.                
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My father was pleased very much to hear of my success.                                                                       
※時制の一致（… that I had been successful）が要求される箇所だが、@TexTra®では
不首尾。Google翻訳では名詞句表現にして、問題を回避。 
 
(15)来月でここに満十年住むことになります。          
Next month, we will be living here for 10 years.            
I will live here for ten years here next month.                                




(16)11時までには劇場を出ているでしょう。           
You must be out of the theater by 11 o‘clock.             






(17)僕は疲れたので、草の上に寝転んだ。                    
I was tired, so I fell on the grass.              
I was tired, so I lay down on the grass.          
※so … that構文でもよいところだが、いずれにしても同時性を表わし、単純過去形で問
題なし。 
    
(18)彼は大きな家を建てたが、それには多額の費用がかかったに違いない。        
He built a big house, but it must have cost a lot of money.                       
He built a big house, but it must have cost him a lot.  
     ※過去のでき事に対する話し手の査定（推量）表現であるため、完了不定詞が使用されて
おり、問題なし。 
        
(19)私は壁にその絵を掛けた。        
I hung the picture on the wall.       
I hung the picture on the wall.                    
    ※過去の時が明示的であり、話し手がその行為の心理的影響を現在あまり感じていない
のであれば、単純過去形で問題なし。I have hung …と訳出したい日本語表現でもある。 
 
(20)私たちの先生は、何か説明したい時には、黒板を指差します。      
Our teacher points to the blackboard [on the blackboard] when he wants to 




Our teacher points to the blackboard when we want to explain something. 
     ※習慣を表わす現在時制形の使用で問題ないが、Google翻訳の場合には、従属節の主
語を取り違えており不自然。日本語に施す（統語構造を解かりやすくするための）前編集
が不十分であった事例。 
         
(21)明日雨が降ると思いますか。           
Do you think it will rain tomorrow?            
Do you think it will rain tomorrow? 
    ※日本語では明日のでき事であっても未来表現の助動詞が使われないことをよく理解し
た英語表現で、どちらも問題なし。 
 
(22)彼が来るまでみんなで待ちましょう。          
Let's wait all together until he comes.         
Let's wait together until he comes.       
    ※時や条件を表わす副詞節中では、未来のことであっても現在形で表現する文法規則が
遵守されており、どちらも問題なし。 
 
(23)僕は去年のヨーロッパツアーの間にローマを訪れた。          
I visited Rome during the last year's European tour.                  
I visited Rome during the European tour last year. 
     ※前置詞 during 句により、過去時が明示されているため、主節の動詞は単純過去形で
表現されており、どちらも問題なし。“I have visited Rome while I was travelling 
around in Europe last year.” とすれば、ローマ訪問が vividな思い出として脳裡に浮
かぶような心理的距離の近い表現となるかもしれない。 
 
(24)彼は昨日その本を私に送ってくれたが、そんな親切な人に出会ったことがない。       
He sent me the book yesterday, but I have never met such a kind person.      
He sent me the book yesterday, but I have never met such a kind person. 





(25)あなたはこの国にどのくらい住んでいますか。         
How long have you lived in this country?                
How long have you lived in this country? 
    ※現在完了形の使われる典型的な事例。How long have you been living …?とのニュ
アンスの差を看取するにはこの日本語文からは無理。 
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(26)私たちの先生がもどってきたらすぐに始めましょう。                
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Let's start as soon as our teacher comes back.                 
Let's begin as soon as our teacher comes back.   



























想的英語教員に求められる《時制》に関する知識－What Ideal Teachers of English should Know 




1） ニューラル機械翻訳（NMT：Neural Machine Translation）とは機械学習の一手法であるニュ 
  ーラルネットワークを利用した機械翻訳のことをいう。詳しくは、中澤敏明「機械翻訳の新しいパラ 
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